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第87期第2四半期の概要と通期の見通し

当社を取り巻く環境について

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な

雇用・所得情勢を背景とした個人消費の持ち直しや企業業績

に改善が見られるなど緩やかな景気回復基調となりました。ま

た、当社事業に影響を与える新設住宅着工戸数は低水準の

住宅ローン金利や政府の住宅取得支援策等の効果を下支え

に底堅く推移しました。

　海外では米国経済で労働市場や企業業況に堅調さが見ら

れるなど景気拡大が継続しており、欧州経済についても緩やか

な回復基調となりました。一方で、米国の政策動向の不確実

性や地政学リスクの発生など当社を取り巻く環境は先行き不

透明な状況で推移しました。

当期の取り組みについて

　このような状況の下で当社グループは、当期の経営方針とし

て「マックスは、お客様が支持する存在であり続ける『1．強い営

業力と商品力で事業成長を実現する 2．業務の生産性を高め、

健康で働きやすい企業と高い収益力を実現する 3．現場実態

を調べ、本質を捉え、高い実行力のある組織を自分たちで創

る』」を掲げ、組織・制度や働き方を見直すとともに、社員一人

ひとりが業務の生産性を高めることで収益力の強化に取り組

んでまいりました。

　今後も当社事業を取り巻く環境の変化に対応すべく、現場

の本質を捉えた商品をお客様へ提供し、マックスブランドを強

化することを目指してまいります。

通期の見通しについて

　日本経済は世界経済の持ち直しを背景とした企業収益の

回復や国内消費の底堅さなど緩やかな景気回復が続くことが

想定されます。一方で、国内新設住宅着工戸数は足元で減速

傾向にあり、また、中国経済に成長鈍化が見られるなど当社グ

ループを取り巻く環境は予断を許さない状況となる見通しです。

　このような状況下で、当期の経営方針である「お客様が支

持する存在であり続ける」よう事業基盤の強化に取り組んでお

ります。現場実態の本質を捉えた提案活動や商品化により、

事業成長に尽力してまいる所存です。

　第87期業績につきましては、平成29年4月27日に公表した

平成30年3月期連結業績予想に変更はありません。

　株主のみなさまには、引き続きご支援、ご鞭撻を賜りますよう、

お願い申し上げます。

株主のみなさまへ



売上高

経常利益

文具関連製品等の販売が減少したも
のの、国内・海外機工品事業において
木造建築用工具とコンクリート構造物
向け工具の販売が伸長したことで、増
収となりました。

中国製品の輸入価格の上昇や鋼材
の値上がり等により売上原価が増加
し、減益となりました。

外貨建て資産等の為替差損が前年同
期に比べ減少したことにより1.1億円の
増益となりました。

売上高 営業利益 四半期純利益
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売上高は705億円（前年同期比5.3％の増収）、営業利益は65億円（同2.8％の増益）を計画しております。経常利益は66億5
千万円（同3.0％の増益）、親会社株主に帰属する当期純利益は46億5千万円（同1.6％の減益）となる見込みです。

通期の見込み

329.2
億円

オフィス機器部門

33.9％

インダストリアル
機器部門

61.0％

HCR機器部門

5.0％

平成30年3月期
第2四半期累計売上高構成比

事業内容事業内容

 オフィス機器部門
オフィス事業は、主力のホッチキスをはじめとした文具や
事務機械を通じてオフィスワークをサポートしています。
オートステープラ事業は、複写機に搭載される電子ホッ
チキスおよび消耗品を供給しています。

 インダストリアル機器部門
機工品事業は、主力の釘打機をはじめとした木造建築
用の工具、コンクリート構造物向け工具などを販売して
います。
住環境機器事業は、浴室暖房換気乾燥機、24時間換気
システムなどを通じて、住まいの快適な環境づくりを提
案しています。

 HCR機器部門
車いすや歩行器など移動機器の供給を通じて、高齢者
や身体の不自由な方の自立生活を支援しています。

決算のPOINT
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オフィス事業 機工品事業オートステープラ事業 住環境機器事業

オフィス機器部門 インダストリアル機器部門 HCR機器部門

オフィス事業
国内は文具関連製品等
の販売が減少し、減収と
なりました。海外は表示
作成機「ビーポップ」や
チューブマーカー「レタツ
イン」の販売が増加し、増
収となりました。

機械や消耗品の販売に回
復が見られたものの、減
収となりました。

機工品事業

住環境機器事業

国内はハンディコンプレッ
サや釘打機など木造建築用
工具の販売が増加し、海外
は木造建築用工具とコンク
リート構造物向け工具の販
売がともに伸長し、増収と
なりました。

戸建て住宅、マンション向け
に浴室暖房換気乾燥機「ドラ
イファン」の販売が増加した
ものの、床暖房製品の販売が
減少し、減収となりました。

HCR機器部門
高付加価値の車いすの導入が進み、増収となった
ことに加えて、固定費の減少により営業損益は黒
字化しました。

売上高 営業利益

111億
7,300万円

200億
9,800万円

16億
5,200万円

21億
9,700万円
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オートステープラ事業

17.1

2015/3

17.3

2016/3

16.5

2018/3

16.1

2017/3

189.7

2015/3

111.7

2018/3

114.7

2017/3

200.9

2018/3

192.7

2017/3

189.0

2016/3

105.9

2015/3

117.9

2016/3

MAX REPORT 02



M A X  N E W S
2017年グッドデザイン賞を3製品が受賞しました。

ホッチキス
「フラットクリンチ機構」の開発30周年記念モデルとして
「パワーフラット」の新色を発売しました。

当社は1987年にとじ裏を平らにする「フラットクリンチ機構」
を世界に先駆けて開発しました。書類を重ねたときにかさばり
にくいため、多くのオフィスで普及しています。

フラットクリンチ機構とは

2002年に発売した「軽とじ機構」と
「フラットクリンチ機構」を搭載したパワーフラットは、手の大きな人や
本体を逆手もちで使用する場合でも、手にフィットする安定したとじ感

により、オフィスの定番となった製品です。

パワーフラットの特長

「建設現場に最適な機能とカタチを実現する」ことを目指し、釘打機の技術革新に努めてきましたが、
当期はブランド力をさらに強化すべく高圧釘打機を中心に標準色をリニューアルしました。これまで、
1色だった標準色は新「クールグレー」、「マイスターレッド」の2色展開となり、より輝きと深みのある
デザインとなりました。今後も機能とカタチを追求し、事業基盤の強化に取り組みます。

マイスターレッドクールグレー

高圧釘打機高圧釘打機に新色登場！標準色をリニューアルしました。 国内向けにハンディコンプレッサ、
海外向けに低価格コンプレッサの新製品を投入しました。

エア
コンプレッサ

グッド
デザイン賞

リフォームやマンション・ビル造作現場での快適な作業
を実現するエアコンプレッサとして、可搬性のあるハン
ディタイプでありながら、パワフルなエア供給と静音性
を備えた製品です。

国内で当社が普及させた高圧釘打機を海外でも展開す
るため、事業拡大の軸としてコンプレッサを投入しまし
た。低価格ながら機能性の高い製品です。

低価格コンプレッサの特長

ハンディコンプレッサの特長

指紋の跡がつきにくい、さらさらとし
た表面仕上げの穴あけパンチ。業界
初の「斜めに出てくる位置合わせゲー
ジ」は、ゲージを収納した状態で使用
しても、用紙にあたらず穴あけができ
る設計となっています。

穴あけパンチ「シフォネル」

ワンタッチで着脱可能なダストボック
スを採用し、現場用途に合わせて通常
の丸のこと防じんタイプの使い分けで
きる仕様です。

18V充電式防じん兼用丸のこ

世界初の2本のワイヤによる鉄筋結束
を実現した充電式鉄筋結束機。結束力
と作業スピードを高めたことでコンク
リート建築の鉄筋工事をより効率化し
ます。

充電式鉄筋結束機「ツインタイア」

MAX NEWS
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-世界で広がる信頼のブランド-

MAX NETWORK
マックスの関連会社は、国内・海外を合わせて22社。時代のニーズを捉えた
マックスビジネスを生産で、販売で、物流・サービスで支えます。

2

89

10

マックス高崎株式会社
■所在地：群馬県高崎市
■事業内容：浴室暖房換気乾燥機などの生産

3

マックス常磐株式会社
■所在地：茨城県北茨城市
■事業内容：各種コイルネイル、ねじの生産

2

マックス販売株式会社
■所在地：埼玉県さいたま市 他全国4拠点
■事業内容：オフィス機器、建設用工具の販売

1

マックスエンジニアリングサービス
株式会社

■所在地：群馬県高崎市
■事業内容：当社商品のアフターサービス業務

5

株式会社カワムラサイクル
■所在地：兵庫県神戸市
■事業内容：車いす、その他福祉用品の生産・販売

6

マックス物流倉庫株式会社
■所在地：群馬県佐波郡玉村町
■事業内容：当社商品の保管・輸送などの物流業務

4

MAX ELECTRONICS MACHINE
（SHENZHEN）CO., LTD.

■所在地：中国深圳
■事業内容：オートステープラ、電子事務機の生産 

8

MAX ELECTRONICS MACHINE
（SUZHOU）CO., LTD.

■所在地：中国蘇州
■事業内容：浴室暖房換気乾燥機の生産

7

MAX USA CORP.

■所在地：アメリカ ニューヨーク州
■事業内容：オフィス機器、建設用工具の販売

11
MAX （THAILAND）CO., LTD.

■所在地：タイ
■事業内容：ホッチキス、各種ネイラ（釘打機）の生産

9

MAX FASTENERS（M） SDN. BHD.

■所在地：マレーシア
■事業内容：ホッチキス、ホッチキス針の生産

10
MAX EUROPE B.V.

■所在地：オランダ
■事業内容：オフィス機器、建設用工具の販売

12
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MAX  NETWORK
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商　　　号 マックス株式会社

本　　　社 東京都中央区日本橋箱崎町6番6号

設　　　立 昭和17年11月26日

資　本　金 123億6千7百万円

従　業　員 2,664名

 会社概要  （平成29年9月30日時点）  大株主  （上位10位まで）（ 平成29年9月30日時点）

 利益配分に関する基本方針と配当について

代表取締役社長 黒沢 光照

専務取締役上席執行役員 樋口 浩一

取締役上席執行役員 小鯛 富雄

取締役 監査等委員 梅沢　 宏

取締役 監査等委員（社外） 畠山 正誠

取締役 監査等委員（社外） 平田 　稔

上席執行役員 中野 俊和

上席執行役員 加藤 賢二

主幹執行役員 岸　 信夫

主幹執行役員 浅見 　泰

主幹執行役員 角　 芳尋

執行役員 斎藤　 篤

執行役員 小川 辰志

執行役員 佐原 　隆

執行役員 飯島 裕治

執行役員 山本 将仁

 取締役・執行役員  （平成29年10月時点）

 株式分布状況  （所有者別株式数比率） （平成29年9月30日時点）

株主名
当社への出資状況
持株数
（千株）

持株比率
（%）

第一生命保険株式会社  4,284 8.70

日本生命保険相互会社 3,762 7.64

マックス共栄会第一持株会 3,749 7.61

マックス共栄会第二持株会 3,048 6.19

株式会社みずほ銀行 2,344 4.76

株式会社群馬銀行 2,114 4.29

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,901 3.86

明治安田生命保険相互会社 1,588 3.22

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口） 1,436 2.91

マックス従業員持株会 1,150 2.33

金融機関
45.49％

個人、その他
28.01％

その他の法人
13.16％

外国法人等
12.87％

自己名義株式
0.47％

　当社は、株主のみなさまに対する利益還元を経営の最重要政策のひと
つとして位置づけ、事業の成長を図り、事業利益を追求することにより自
己資本当期純利益率（ROE）を向上させ、業績に裏づけされた成果の配
分を行うことを基本方針としております。
　当社の配当政策は、連結決算を基準に｢配当性向40％を下限とし、

配当性向／純資産配当率の推移 1株当たり配当金の推移

※ 持株比率については、自己株式233,317株を控除して算出しております。

自己名義株式数  233,317株
発 行 済 株 式 数  49,500,626株
株 主 数  3,797人

2014/3 2015/3 2015/32014/32016/3 2016/32017/3 2017/32018/3
（計画）

2018/3
（計画）
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（%） （%） （円）配当性向（左目盛） 純資産配当率（右目盛）

3736 39
42 42

純資産配当率2.5％を目指す｣と定めています。
　当期は、先行き不透明な経済環境や為替動向などが当社業績に対
し影響を及ぼす可能性がありますが、事業収益は堅調に推移してお
り、財務状況などを総合的に勘案して、前期と同様の「1株当たり年
間配当金42円」とする予定です。

63.3 3.056.6

2.82.9 54.7

3.0

43.8

3.2

44.5

会社情報
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第　　回 マックス

～毎日の生活の中で、「あなたが今、ホッチキスしたいこと」をお寄せください～

何気ない生活の中にある、「今の幸せ」「家族の絆」「友だちとの思い出」など、
いつまでも心にとどめておきたい想いや出来事などを募集しています。

「心のホッチキス・ストーリー」8

平成29年  10月2日（月） ̶  11月30日（木）

応 募 資 格 どなたでもご応募いただけます。

募 集 内 容 あなたが心にとどめておきたいことや、つないでおきたいこと。
（例えば、「今の幸せ」や「家族の絆」、「友だちとの思い出」など、
  どんなことでも結構です）

募 集 期 間 平成29年10月2日（月）～平成29年11月30日（木）※当日消印有効

応 募 方 法 原稿は400字程度（超過、未満可）。自作未発表作品に限ります。

応 募 先 当社ホームページの応募専用フォームもしくは郵送で受け付けます。
当社ホームページの場合
https://wis.max-ltd.co.jp/enq/story8_form.html

郵送の場合
住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、ペンネームを明記の上、
以下の宛先までご応募ください。
〒103-0027  日本郵便株式会社 日本橋南 郵便局留

マックス「心のホッチキス・ストーリー」事務局 係

審 査 発 表 当社にて厳正な審査をし、入賞者には直接通知し、
ホームページ上に掲載いたします。
発表は平成30年2月下旬を予定しております。

※マックス・Ｕ－18大賞は、18歳以下の応募作品が対象です。

詳しくは当社ホームページへアクセス！

大 募 集 ！

表 彰

マックス・心のホッチキス大賞 1点ギフト券5万円とマックス製文具セット（4千円相当）

マックス・Ｕ－18大賞（高校生の部） 1点図書カード1万円とマックス製文具セット（4千円相当）

マックス・Ｕ－18大賞（中学生の部） 1点図書カード1万円とマックス製文具セット（4千円相当）

マックス・Ｕ－18大賞（小学生以下の部） 1点図書カード1万円とマックス製文具セット（4千円相当）

マックス賞 5点図書カード5千円とマックス製文具セット（4千円相当）

心のホッチキス 検索

著作権について ： 応募作品の全ての著作権（著作権法第27条および第28条に定
める権利を含む）は、マックス株式会社に帰属いたします。また、応募作品は、返却い
たしません。なお、応募作品は、出版、映像化（映画・テレビ・DVDなど）、舞台化、放
送、ネット配信などの方法で利用することがあります。
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 株主メモ

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日
定時株主総会・期末配当金  毎年3月31日
その他必要のある場合は、取締役会の決議により、
あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

電話照会先 0120-782-031

インターネット
ホームページURL http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

単元株式数 100株

公告の方法
当社ホームページに掲載いたします。
http://www.max-ltd.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由により、当社ホームページに掲載でき
ない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

上場証券取引所 東京

ユニバーサルデザイン
（UD）に基づいた、読
みやすい文字デザイン
を使用しています。

本社／〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町6番6号　TEL.（03）3669-0311（代）

http://www.max-ltd.co.jp/ir/


